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記者発表資料 

《ＴＳを用いた舗装工事の出来形管理》 

「活用サポート情報ホームページ」を開設しました 

～情報化施工の推進に向けて～  

 

 関東地方整備局では、舗装工事の出来形管理作業及び監督・検査の効率化と合わせて、 

現道工事の交通規制時間短縮や作業安全性の向上を図るため、ノンプリズム方式ＴＳ(※) 

を活用した「施工管理データを搭載したトータルステーション(ＴＳ）を用いた出来形管理 

要領(案)【舗装工事編】平成２１年８月 関東地方整備局」を公表し、導入・普及のための 

検討・取り組みを行っています。 

関東技術事務所では、舗装工事の施工者・発注者や機器等の研究者・開発者向けに、導入・

活用にあたって参考となる情報や当事務所が実施している調査・検討結果等を提供するこ

とを目的として、活用サポート情報ホームページを開設しました。 

主な掲載内容は以下のとおりです。 

・ＴＳ出来形管理の特徴とメリット 

・ＴＳ出来形管理に関するＱ＆Ａ及び質問受付 

・ＴＳ出来形管理要領等の関係基準・マニュアル 

・調査・検討結果や取り組みについての最新情報 

 

【活用サポート情報ＨＰ】 

ＵＲＬ：http://www.ktr.mlit.go.jp/kangi/ts/index.htm 

 

（※）ノンプリズム方式ＴＳ：ＴＳが測定位置を自動で視準し、レーザ光が直接路面等の 

測定点を照射し、位置や高さ等の測定値(３次元座標値)を算出する方式。 
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